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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月1日(2008.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】触媒の金属残渣を含有する重合体炭化水素溶液から該金属残渣を除去す
る重合体の脱灰方法において、
（１）該重合体溶液を無機の強酸と有機カルボン酸を含む水溶液と接触・混合させ、（ス
テップ１）
（２）次に、この混合液をアルカリ金属の水酸化物を添加した水溶液と接触・混合させ、
接触・混合後の水相のｐＨを５.５以上に調整した後、重合体溶液を水相から分離し、重
合体溶液を回収する（ステップ２）
ことにより、重合体溶液から金属残渣を除去することを特徴とする重合体の脱灰方法。
　　【請求項２】ステップ２におけるアルカリ金属の水酸化物の添加量が、重合体溶液か
ら分離した水相のｐＨが６～９となるように調整されることを特徴とする請求項１に記載
の重合体の脱灰方法。
　　【請求項３】ステップ１の水溶液に含まれる無機の強酸が、塩酸、硫酸、硝酸、リン
酸から選ばれる少なくとも１種類の酸であり、有機カルボン酸が、ｐＫａ値が４以下のカ
ルボキシル基を有する炭素数１～８の有機カルボン酸であることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の重合体の脱灰方法。
　　【請求項４】ステップ１で、重合体溶液と接触・混合する水溶液の無機の強酸の規定
度を、０.０１Ｎ未満とする請求項１～３のいずれかに重合体の脱灰方法。
　　【請求項５】ステップ１で、重合体溶液と接触・混合する水溶液の有機カルボン酸の
規定度を、０.００１Ｎ未満とする請求項３または４の重合体の脱灰方法。
　　【請求項６】触媒残渣として、少なくともリチウムとアルミニウムを含む請求項１に
記載の重合体の脱灰方法。
　　【請求項７】ステップ１を実施するに当たり、水溶液の無機の強酸の規定度が、重合
体溶液と接触・混合後に水溶液中に抽出されるリチウムのモル濃度以上であり、かつ有機
カルボン酸の規定度が、重合体溶液と接触・混合後に水溶液中に抽出されるアルミニウム
のモル濃度以上となるように調整することを特徴とする請求項６に記載の重合体の脱灰方
法。
　　【請求項８】ステップ１で使用される無機の強酸が硫酸、有機カルボン酸がクエン酸
であり、それらの規定度が下式を満たすように添加されることを特徴とする請求項７に記
載の重合体の脱灰方法。
（硫酸［Ｎ］）／（水溶液中に抽出されるＬｉ［ｍｏｌ/ｌ］）≧１
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（クエン酸［Ｎ］）／（水溶液中に抽出されるＡｌ［ｍｏｌ/ｌ］）≧１
　　【請求項９】ステップ１で使用される無機の強酸が硫酸、有機カルボン酸がクエン酸
であり、それらの規定度が下式を満たすように添加されることを特徴とする請求項７に記
載の重合体の脱灰方法。
（硫酸［Ｎ］）／（水溶液中に抽出されるＬｉ［ｍｏｌ/ｌ］）≧（１／０.９）
（クエン酸［Ｎ］）／（水溶液中に抽出されるＡｌ［ｍｏｌ/ｌ］）≧（１／０.７５）
　　【請求項１０】重合体溶液が、有機リチウム化合物を開始剤として重合したオレフィ
ン性不飽和基含有重合体の炭化水素溶液を、有機アルミニウム化合物を一成分とする水素
添加触媒の存在下で水素と接触させて重合体中のオレフィン性不飽和基を水素添加した重
合体溶液であることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の重合体の脱灰方法。
　　【請求項１１】請求項１～９のいずれかに記載の脱灰方法により重合体を製造する、
重合体の製造方法。
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